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1.1`じめlt

肇右等まヽ殊t 覇ヾやカキの猛以耀層郡七斉象it,輸メ静■■うなた詢ひ
ヾ́ えで
｀
あろ洋級にされたなな場t訟え_し

そこlt生超 する肉む陽皮のそ短♭牲 蕨篤剣的)t稀Tしてヽ ろヽ?会 1薄長後2兄“,矢密全フο“檻 ¬七長後でなって切

断した半猪口r//のJ勧鰤 (メung e rりPのtnぃ て,褐筵行った。茨秩和キヽま象lltF、1立リフ
,゙レント・バイすラ派

翻 豚 雷 象、箕 l噸 戦 17:垢 為 鴛 舞 1御
ヽ

発生し,しかもray WaVeの日熱 は1次毛
―ド歿のそれよう′|さヽいことがたヽ 出ヽさ

れヤこ。希研災♪̀;基本毛―ドの場場狩樅“=を択螢承するとともl(′来輸 を通』してrらy

waveの 家隻を寧鯨専tうしηてる。

2.編 来

2.1溶都波の動 :写真1 孝ヽデlレント・バイサラー N=θ.82 Seご
1赤な場に内

都浚を晦 せた tヽ′洵 n男磁気σの聟卜¬■よろ猥な場の対題噴性の

相達二示したものである。事真ヤのオツシユ間隔、ま10"で,写真左端l・

半精■動の発り効餃が見えてヽ るヽ。これらの可務協匙剣から,n致 なが
ヽ
ブ,レ

ント・バイすラ新む疲翅ず血でヽホ:次モードの痢都政(写真|につがち月表

狡のチヤ>とともl■5水毛―ドの■ヤ陽民(写真|.(のヵヾ癸生すろようrぜ。

この病スを確熙̀ ろ'■め1■,内奇歿のネ子方向波長Litつぃて秩g剣ここ

理論埴七口1lt丈軟している。日Wの曽線よよ毛―ド牧YLを与たr`とき′

力Lべのう喘藤撲稿作から集 したLの瑠翻直をたす。

(a/N=ゞkk〆す22)  で 1)

ここ|■′klよ米乎方向な ,2中 鈴直力nな ぞ2=エ ノにである。

日口から′茨場剣面よ1次毛
´ドY5衣 毛―ドの巧均制ことほ脅そ拷爽し,可

砕 悩障采が票ボhIらにろ。メ上のよう1■′月な のスカ `半つて喚

`ろ冑級 も1久毛―ド
｀
から5次毛―ドヘこ変ィにし,その間lで両考が滉

れてろ状筵も見られrtが,本慧 て、ま3次毛―ドの弯都表の発生ヽま覆コ1

されが力`っrt。

2.2資γ waveの凌隆 :1次毛
―ドの内部及のみ生起可ろ司城な帯で

'

′～ZttF91興較t,餞縫マろと蓮茨都並衛}■こガヾスの働蒸́ ふヾ瑕_し,写真2

1■えられろような汲来補豊を有てるrり waveへ`発達して行く,コ写

真てヽlrり 啜Vetよ左三方がら斜め下ガヘ̀ 伝洛し,この■友が嫁 験

)〔おぃて、子ぼ一史植tヒる二とから,あろ準―の月り喀しやかを行すると

構いれろ。さら1ミ′この“/M″Ⅳeの猥嘔1よ越 し,遂1・鰐蹴する

(写真2のマ灼 て育をあ賭象のOVerturnが'lgh歳くめられる)。1次毛́ド

0   0 . 6     9 . 8  σ / N

図 1 内部スの労暉疑

@) 6l=6.82 xit, 6: o.v3 sCt

(b)N=a滋 もec‐tα=οヌ)sと

奨孔真1 内部戎の可′卿啄



歿のn額 とrり waveの周男磁興らの関係を示tlざ口2の通Lうである。
輌考l〔工の相関 書ヽ冬められろものの,C まヽ%よ うかなう小さく,ぃ。ソ
wttveまヽタトカ!■六鍼gして餃 探夕笙しr・じ1よ考ぇ鰊にし,。

ここて
い
,rり waVeの発ツ軍勁tつぃて調べてみよう。ます:力碑り1〔

ついて神 十下て
い
の冑樹りし甦ふよ2.5～̀ .O cmスecの知田ltあり,7К

蒟長ヵヾ4ο"であろ二̀ ″`ら2磁 の実島む中同で、すこの乗グ響、̀現れ7J‐、1.

さらl■)墨勤鰭勒〔ぉ、する■にや局前̀ りな不キた現象l●起81る とも考え 写真Z

られろ力ヾ,r公/wAKl辞 勉をした司致数式分を有しイ嬌 1ろこと,ち よヽび1次t―ド
致の働 子譴り如■送づく石斉り今ャードツジ次R滝計算しrtヒころRilすlθOのオ~

夕Lと なう′いずkの板たも:自すられる。そこで 瑾影湾猥友矢勤を検出し′同表狭
鶴断をしrtのが図3でぁる(スペクトル1まデータ次4ο9`,サンプリン)辣 、す10Hz
でFFTス 1`ェろ)。n口よぅ′ 1次毛―ドの周波数可で最大のピークが現れてぉ
う,可ようイふヨ"罐小tさらl t 12っのピークヾ 為在して、ヽろ。この■′高い力の周玖
な薄拙 ヒリ窃Rからボめたロッwaveの月豪数嘔lミ金狭ずる。残された今一つの卓
鋼 男Ч区七嘔じすれ、ざ場 の間ヽ〔∝=∝十“の断 が'文並7ろ二とが理解さによう。
すでわち,これ、ま夫嗚条件の|つを満たし,πッwaVe、ま1訴紹移相ユ干渉|〔よって
励にされてぃろ可能性が強く示悛されろ。

3.夫軸 の並用
ここで1ょ夫嗚,鴎静ti用 して,rり 陥veのな 機構l謗職Lする。来嗚余石ぞ災1)

式の紛喘陳藤確拿と
 言 τ
=ο
′′iち
=θ
,メi均
=ο

て
゛
あう, 3っの芳0"文|)式̀ク)式t教 すろとき′ これらの力 間てゝ ネルギー嬢
ブ望生じ′resοnant tn次ムを希静べするこひ〔ザる。ここに,オ悲専 :,21よそれぞれ|

ス毛―ド戎ι ray勅twに′赦 与311r6。ndt ttad t祥戌すろ化のテン′ヾ―で

ある。π,埼′んの内′⊂じkllまま羅Mttt既知でぁり, しrくが
｀
って未知数1す7イロ,

力́,力界をべ、ま0)式̀ の式の金お16個と■る。1■わち,翅 子坂1〔つぃてlまモード

狡を規えずるイ‖い
.ザく,ガイ猛ホ 1個不′Lするこい■なる。そこぞ,オ%ィえてヽま

πり WaVeの表次k2を知臼直ヒして与え,そシで回尺の諸量なボめる。この内′り
いなVeの周整 について計難 崚 こ実験値後 を丈軟することl(ょう共軸 の

Yay wave (N= o.n*tct, o'=o.rze!
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図4 夫 嗚涙際の検証
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